
平成２８年度 第１回久留米市地域公共交通会議 議事録 

1/7 

項 目 内  容 

開催日時 平成28年 6月 24日（金）14時 00分～15時 30分 

開催場所 久留米市民会館 ２階 第一会議室 

委員等の 

出欠状況 

委 員(２６名)出席２２名<内代理３名>、欠席４名 

臨時委員(２名)出席 １名、欠席１名 

オブザーバー委員（１名）出席 １名 

議事概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 会長挨拶（深井副市長） 

〔事務局より〕 

（１）委員の再委嘱・交代等について 

（２）委員、臨時委員２８名中２３名の出席をもって、設置要綱第

１０条第２項に基づき会議成立を報告 

（３）傍聴希望がなかったことを報告 

 

３ 議 事 

（１） 協議第１号 平成２７年度久留米市地域公共交通会議決算に

ついて 

・昨年度おこなった事業について説明（1 日フリー乗車券、く

るめ日帰りバスパック、公共交通マップ作成、北野線社会実

験）。 

・平成２７年度の歳入については、公共交通マップ等の作成業

務について国庫補助を活用できたことから、市からの負担金

が減っている。 

・補助金（国庫補助）が減った要因としては、業務実施の際に、

委託内容や数量等の見直しを行ったため。 

・地域公共交通会議監事の久留米市校区まちづくり連絡協議会

前会長 吉田輝彰氏と久留米商工会議所中小企業相談所地域

振興課長 古家美惠子氏に会計監査を実施していただき、適

切な執行を確認いただいた。 

 

（２）協議第２号 平成２８年度久留米市地域公共交通会議事業計

画及び予算案について 

  ・本年度の事業としては、昨年度に引き続き 1 日フリー乗車券

とくるめ日帰りバスパックの更なる周知と利用促進を交通事

業者とともに進めていきたい。  

  ・久留米広域連携中枢都市圏の事業でもある公共交通マップに

ついては、来年度配布するためのマップの作成を行う。 

  ・久留米市地域公共交通再編実施計画の策定については、昨年

度実施した北野線の社会実験の結果等を反映して引き続き交
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通事業者と調整をおこなっている。 

  ・平成２８年度の予算については、歳入は全て市からの負担金

としている。また、歳出については、事業費として、公共交

通マップの作成業務 1,500 千円を、運営費として、会議の会

場使用料やお茶代53千円を計上している。 

 

〔主な質疑応答〕 

 なし 

 

●協議第１号および協議第２号は協議の結果、議案通り承認する。 

 

 

（３）協議第３号 平成２９年度久留米市生活交通確保維持計画（地

域内フィーダー系統確保維持計画）の策定について 

  ・計画の内容については資料２参照。よりみちバスの事業概要 

や目標を記載している。 

  ・国からの補助金については運行実績により変わってくるため、

計画通りの交付となるよう利用促進を図っていきたい。 

 

（４）報告第３号 平成２８年度久留米市生活交通確保維持改善計 

画（地域公共交通バリア解消促進等事業）の策定について 

  ・公共交通のバリアフリー化を推進する事業について国庫補助 

を受けるため計画を策定するもの。 

 ・西日本鉄道（株）（以下、「西鉄」という）等交通事業者と調 

整を行い計画を策定した。 

・今年度は国庫補助を活用し、西鉄が日吉町バス停（JR久留米 

方面）の高規格化を実施する予定である。 

 

 （会長）協議第２号では西鉄への補助として予算が計上されてい 

ないが、補助金の流れはどうなっているのか。 

（事務局）事業者（西鉄）が国庫補助の申請をして事業者が交付 

を受ける。また、久留米市も補助金を支出するが、「市」 

から支出するのであって「久留米市地域公共交通会議」 

から支出するわけではないため、当会議の予算として 

は計上していない。 

  

〔主な質疑応答〕 

 なし 
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●協議第３号は協議の結果、議案通り承認する。なお、平成２８

年度計画についても補助対象事業者を久留米市地域公共交通会

議とする変更認可申請を行うものとする。 

 

（５）協議第４号 国分線の一部廃止について 

 ・廃止となる運行本数は１本、区間は「本山」～「野伏間」間。 

 ・廃止となる区間は、他の路線も通っているため完全にバスが

通らなくなるわけではない。 

 

※廃止するに至った経緯等について当事者である西鉄バス久留米  

株式会社の亀崎本部長より説明。 

 

（亀崎本部長） 

  ・廃止区間は国分線が応援運行している西町線となっている。 

・当エリアは西鉄本体と西鉄バス久留米が共同で運行している 

箇所である。 

  ・西町・南町エリアは経常収支が厳しく、路線の維持に四苦八 

苦している状況。西鉄が応援運行をしている国分線の当区間   

については廃止したいと考えている。 

 

〔主な質疑応答〕 

 （委員）廃止理由として、「利用者減少に伴う運行計画の見直し」 

とあるが、具体的に数値を定めているのか。 

 （亀崎本部長）明確に数値や基準を定めているわけではないが、 

大きな赤字が続いており、全体的な経営の中で、 

これ以上は厳しいという判断をしている。 

        

 （委員）（資料１-p10 の）国分線総利用人員、影響人員というの 

は年間の数値か。 

 （亀崎本部長）1日の数値である。 

 

●協議第４号は協議の結果、議案通り承認する。 

 

（６）報告第１号 よりみちバスの利用状況について 

資料１のｐ１１～１４について説明。 

・北野地域の「コスモス号」、城島地域の「インガット号」の利 

用状況について説明。 

  ・地域による利用促進策もあり、次第に利用は増加しているが、 

現状では目標には達していない。 
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・今後も地域と共に周知活動等、利用促進に取り組んでいく。 

 

〔主な質疑応答〕 

 （委員）要予約バス停の利用状況はどうか。 

 （事務局）北野地域の「松山」のバス停が半年で１０名ほど利用 

があった。それ以外の要予約バス停については利用は 

ない。 

（委員）城島地域で目標の３０人を超えた要因は。 

 （事務局）３月下旬に目標値を超えた分については、浮島校区の 

小学生が５～６人一緒に城島総合支所横にある図書館 

に行くためにインガット号を使ったためと考えられ

る。 

 （委員）要予約バス停を利用する際にかかる費用はどのようなも

のがあるのか。 

 （事務局）タクシー会社のシステムをそのまま使っている。利用

者はタクシー会社に連絡をし、タクシー会社が運転手

に連絡を入れるためオペレーター費がかかる。 

 （委員）オペレーター費は固定費なのか、一件あたりかかってく 

るものなのか。 

 （事務局）固定費である。 

 （委員）定期的な利用を促すようなものは考えているのか。 

 （会長）そもそも定期券というものはあるのか。 

 （事務局）定期券はない。現在は1日乗車券があるためそれを使 

ってもらっている。 

 

 （会長）城島地域から田本委員にも来てもらっているため利用状 

況等教えてもらえれば。 

 （田本委員）今まで路線バスは大善寺から大川橋に向かうバスが

１本通っているだけだった。そのため住民は何十年

もバスに乗るという習慣がなかった。今回よりみち

バスができたが、高齢者にとっての移動手段として

大変助かっている。しかし若い人にとっては自家用

車があるため、よりみちバスを勧めてもなかなか利

用がないのが現状。 

また、犬塚駅への利用も多く、西鉄電車に初めて連

絡の取れるバスができた。利用者も増えているため、

よりみちバスを使って犬塚駅まで行き、電車に乗っ

て市の中心地まで行くことを期待している。 
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（７）報告第２号 久留米市地域公共交通網形成計画の達成状況に 

ついて 

久留米市地域公共交通網形成計画で設定した目標達成状況を評

価するための数値指標の現況値を報告するもの（資料１-p16） 

・指標⑤について、北野地域と城島地域によりみちバスを導入 

したことから、公共交通空白地域は大きく減少した。 

 

 

４．その他 

（委員）バス停の高規格化について、屋根や壁面の整備をする 

ことで、（久留米署の管内ではないが）沿線の住民か 

ら、視界が悪くなった等の苦情が寄せられることもあ

る。高規格化等の協議の際は、地元の意見等も踏まえ

ておこなってもらいたい。 

 

 ※会議の会長である深井副市長から退任の挨拶。 

 

 

 ５．閉会 
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 № 委員区分 

第４条 
所    属 委 員 名 出欠 代 理 者 

1 第１号 久留米市 
副市長 
深井 敦夫 

◎   

2 第２号 西鉄バス久留米株式会社 
常務取締役営業本部長 
亀崎 元治 

◎  

3 第２号 堀川バス株式会社 
取締役統括部長 
田中 智太郎 

◎ 
 
  

4 第２号 株式会社甘木観光バス 
代表取締役社長 
池野 栄次 

◎  

5 第３号 
九州旅客鉄道株式会社 
久留米鉄道事業部 

部長 
香川 憲次 

◎   

6 第３号 
西日本鉄道株式会社鉄道事業本
部営業企画部 

計画課長 
 川津 匡宏 

◎  

7 第４号 一般社団法人福岡県バス協会 
専務理事 
中川原 達也 

◎  

8 第５号 福岡県筑後地区タクシー協会 
会長 
中川 恵司 

◎  

9 第５号 久留米市タクシー協会 
会長 
加藤 悟 

◎  

10 第６号 
久留米市校区 
まちづくり連絡協議会 

会長 
古賀 秀心 

◎  

11 第６号 
久留米 
男女共同参画推進ネットワーク 

事務局長 
吉岡 マサヨ 

◎  

12 第６号 
ＮＰＯ法人 
ル・バトー 

理事 
佐々木 久美子 

◎  

13 第６号 
ＮＰＯ法人 
高齢者快適生活つくり研究会 

代表理事 
吉永 美佐子 

◎  

14 第６号 子育て支援団体 もーりえ 
代表 
田町 菜穂子 

◎  

15 第７号 
国土交通省 
九州運輸局福岡運輸支局 

支局長 
西 正博 

○ 
首席運輸企画専門官 
 中薗 裕蔵 

16 第８号 西鉄グループバス労働組合 
福岡本部副執行委員長 
筬島 健嗣 

×  

17 第９号 国土交通省福岡国道事務所 
計画課長 
野村 文彦 

×  

18 第９号 
福岡県県土整備部 
久留米県土整備事務所 

地域整備主幹 
神谷 伊宣 

○ 
交通安全係長 
田中 巌頼 

19 第９号 久留米市都市建設部 
部長 
上村 一明 

◎  

20 第 10号 久留米警察署 
交通第一課長 
井上 秀晴 

○ 
係長 
 古川 誠一 

21 第 10 うきは警察署 
交通課長 
東 幸一郎 

◎  

22 第 11号 福岡大学工学部 
教授 
辰巳 浩 

◎  

23 第 11号 大分大学経済学部 
准教授 
大井 尚司 

◎  

24 第 12号 
福岡県企画・地域振興部 
交通政策課 

係長 
堺 裕之 

◎   

25 第 12号 
久留米商工会議所 
中小企業相談所地域振興課 

課長 
古家 美惠子 

×  

 
26 第 12号 久留米市身体障害者福祉協会 

事務局長 
 酒井 良実 

× 
 
 

27 臨時 城島地域生活交通検討会 
座長 
 田本 栄之 

◎  

委員、臨時委員、オブザーバー委員出欠名簿 
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所    属 委 員 名 出欠 代 理 者 

28 臨時 北野地域生活交通検討会 
委員 
 中島 京子 

×  

－ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
国土交通省九州運輸局企画観光
部交通企画課 

課長 
 前川 翔 

◎  

 

 

委員、臨時委員、オブザーバー委員出欠名簿 

【◎出席、○代理、×欠席】 


